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１章 三重県における「持続可能な成長」：総論 
                   

１．人口的側面 
日本の人口がピークを迎え、人口減少とりわけ労働力減少が経済成長の先行きを不

安にしているが、図１に示すように三重県も例外ではない。人口が減少すれば資源の

消費量も減り、環境への負荷も減る。よって人口減少そのものが‘持続可能な成長’

に対して悪い影響を与えるとは限らない。問題は、図２に示すように、若い人たちが

結婚しなくなったことにある。20世紀後半からすでに婚姻数が減り始め、一時盛り返
したかに見えたが、トレンドで見る限り減り続けている。 

三重県の人口の推移と将来予測
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この傾向は図３に示すように、生涯未婚率に顕著に顕れている。20世紀後半から急

激に上昇し 21世紀にはいって、その勢いは止まらない。 
若者達が結婚しない理由には 
① 女性の社会進出が盛んになり、人生の優先順位が‘家庭’より'仕事’になってきた。 
② 男性一人の収入では、結婚して家族をやしない、家庭を維持するのが難しくなって

きた。 
③ 結婚して出産・育児をするには、女性への負担が多く、それならばいっそ結婚しな

い道を選ぶ人が増えた。 
④ その他 

図 1 

西暦(年) 
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三重県の婚姻数

婚姻数

0

2000

4000

6000

8000

10000

12000

14000

1850 1900 1950 2000 2050

西暦（年）

婚
姻
数
（
件
）

婚姻数

 

 
 

生涯未婚率
生涯未婚率（％）

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

1900 1950 2000 2050

西暦（年）

生
涯
未
婚
率
（
％
）

全国：男性

三重県（男
性）

全国（女性）

三重県（女
性）

 

 
 

図３ 
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その結果、図４に示すように、核家族化が一層進み、世帯数が増えて逆に世帯人員

すなわち家族の数が減ってきた。これは‘持続可能な社会’を維持するのを妨げる現

象であろう。 
若い人たちが、‘積極的に結婚しない’ことと、条件が揃わないので‘結婚できな

い’のとは意味が違う。‘アラフォー’という言葉が流行ったり、有料の結婚相談所

が繁盛したりしている現状は、‘結婚できない’状況を背景にしているのではないだ

ろうか。 

三重県の世帯数と世帯人員
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北勢地域の人口と世帯数（平成17年度）

人口（万人） 世帯数（万） 平均（人）

• 四日市市 ３０．３８ １１．２１ （２．７１）

• 桑名市 １３．９０ ４．８２ （２．８８）

• 鈴鹿市 １９．３１ ６．９１ （２．７９）

• いなべ市 ４．６５ １．５６ （２．９８）

• 東員町 ２．５９ ０．８１２ （３．１８）

三重県でも、都市化が家族構成を変えている

 

表１ 

図４ 
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結婚しない若者の割合は都会の方が地方より多い。しかし、その差は表 1に示す北
勢地域でみるように、それほど顕著ではない。三重県の長期的な‘持続可能性’を論

じる場合には無視できる範囲であろう。 

実質経済成長率

-4

-2

0

2

4

6

8

2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007

西暦（年）

実
質
経
済
成
長
率
（％
）

全国

愛知県

三重県

http://www.amy.hi-ho.ne.jp/umemura/index.htm

今までは経済に勢いがあった。
長い目でみて、

そこ傾向を止めてはならない。

 

図 5に示すように、21世紀に入ってから 2007年までは、三重県の実質経済成長率
は全国平均を大幅に超えており愛知県をも上回っていた。米国に始まる金融破たんの

影響で、経済成長が 2009年夏まではマイナスに転じてしまった。しかし、それ以降の
経済成長についてのポテンシャルは未だに持っていると期待したい。それを支える高

度な労働力を長期的に提供するとなると、労働人口の減少が抑制要因になる可能性を

否定できないだろう。 
別の表現をとるなら、若者達が健全な結婚をし、女性の社会進出も可能にするよう

な社会があってこそ、長期的に人口の急激な減少を防ぐことができ、また、若者たち

に社会が生き甲斐を提供することが可能になる。 

２．地域間の差異 
三重県は北勢地域に工業が発展し、津や伊勢、志摩には観光資源が豊富で、南部に

は森林資源に恵まれている。経済活動すなわち'お金の流れ′という視点だけで表現す
ると、地域間格差ということなるが、‘持続可能な成長’という視点でみると、自然

に恵まれていること、生活に潤いがあること、生き甲斐があることなど、お金では計

れない要因が多数あるので、この言葉は余り適切であるとは思えない。 
しかし、あえて地域間格差をみてみると、図６に見るように尾鷲市や熊野市ですら

産業が衰退し、有効求人倍率が大きく１を下回っている。熊野古道という世界遺産の

図５ 

の
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他にも海洋深層水利用、‘クエ’の養殖、自然体験ツァーなどメニューが揃いつつあ

るのに、人がそこに十分に集まってこないのが、経済の持続性を阻害している。しか

し、このことは北勢地域や県外の都会から現役を引退した人たちが長期滞在するとか、

移住するなどで、‘人間性を取り戻す’には好適な場所であることを物語っている。 
 

財務省東海財務局ＨＰより

  財務省東海財務局ＨＰより  

図６ 

図７ 
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図７は東海地域での地域活性化の成功例を紹介したものであるが、三重県では伊勢

神宮の式年遷宮を契機に伊勢志摩への観光客数を伸ばしてきている。伊勢志摩を中心

に、自然に恵まれた三重県南部の魅力を、定住者あるいは長期滞在者の確保に向けて

見直すことも、経済的にみた持続可能性の確保には必要なことであろう。 
図８は三重県を地域別に分けて、生産額を示したものであるが、ここに移住や長期

滞在型の‘生活産業’を取り込むことができるなら、南北経済格差がある程度は縮小

する可能性があるだろう。 

みえData BoxＨＰより

北の工業、南の農林水産業

 

もう一つの可能性は、林業にある。日本の林業は木材の搬出に費用が嵩むので、国

際的に競争力が劣るとされてきた。しかし、外材に高品質なものが減っていく将来、

高級な木材の生産地として見直される時代がくるだろう。例えば、インドネシアでは

良質なチーク材などがすでに品薄になっており、豪州でも太い硬質の木材は高騰して

いる。日本の木材の搬出が合理化されるように技術開発を期待したいものである。何

らかの工夫や政策があって、将来電力が安く使えるようになれば、それが可能になる

であろう。 

３．将来展望 
北勢を支えている工業は、当分衰えないだろう。世界をリードする日本の、そして

三重県の工業は、そこに働く人たちに生き甲斐を与えていく。したがって、質の高い

労働力を育むことが、三重県にとっての‘持続可能な教育’の一つの側面であり、理

科好き少年を育てることもその範疇に入るであろう。ここで言う‘労働力’とは、単

図８ 生産額の地域構成 
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に生産現場に貢献するだけでなく、新しい技術を開発し、あるいは改善する創造力に

満ちた質の高いものを指すことは言うまでもない。 
ところで、三重県も例外に漏れず高齢化社会を迎えており、ますます高齢化が進む。

よって、工業化が進んでいる北勢地域でも高齢者のケアーが大きな産業になりつつあ

る。ましてや、既述のように長期滞在型あるいは移住者むけの地域開発を行うとした

ら、観光や自然という資源に恵まれた県南部においても高齢者のケアが若者達を中心

にして就労機会を提供することになるだろう。そうなるためには、低賃金できつい労

働が強いられる現状を克服しなければならない。もしエネルギーとりわけ電気エネル

ギーが安く使えるようになるなら、介護ロボットが肉体労働を補助してくれたり、あ

るいは要介護者の自律を大幅に助けてくれることになる。 
自然に恵まれた環境を維持し、そこに移住者あるいは長期滞在者たちが集うような

環境を作るには、地域企業が企業文化として市民活動などを補佐して、移住者や長期

滞在者を取り込んで、住みよい自然環境を保全し、そこに仲間作りが芽生えるような

仕組みを育んでいくことが期待される。勿論、地方自治体がその管理運営をサポート

したり相互関係を調整したりすることも不可欠であろうが、‘お上から与えられた仕

組み’ではなく、NPO法人などがリーダーシップを発揮して、そうした仕組みを作っ
ていくのが望ましい。 
移住者や長期滞在者たちが地元市民の活動に積極的に参加していく仕組みつくりの

表立った目標は、脱炭素社会の構築であろう。したがって、山林や海洋保全に加えて

エネルギーを上手に使う新しい電気文明の構築もその範疇にはいるであろう。 
さらには、NPO法人が主体となって、シニア世代が若いカップルの子育を支援する

のも、その範疇にはいるように配慮したいものである。世代を超えた共存が、持続可

能な社会作りを支える大切な要因であると考えたい。 

生き甲斐のある就労機会とは

• 高齢化社会を支える‘介護’等のサービス。

• 安全な就労機会を創造する新しい‘社会工学’
すなわち人に優しいインテリジェンス・ロボットや
五感を癒す情報技術の産業化。

• 自然環境保全活動の‘持続可能化’⇔企業文化
としての定着⇔市民・教育活動

クリーン・エネルギーが
それを実現する

• 脱炭素社会の実現と、エネルギー資源自給率４％
の日本が、安心してエネルギーを使えるように、そ
れを支える電気文明技術立県化。

電気自動車、新エネルギー、

エネルギー高効率化

山林保全

海洋保全

その実現には、未来に抱負の持てる‘教育’立県を！
21世紀のエジソン、21世紀のナイチンゲール
21世紀の二宮尊徳

 
最近は里山が荒れている。孟宗竹が繁茂して日本中の里山が荒れている。三重県で

もよくみられる環境の変化である。竹の有効活用は最近あちらこちらで見られ、畜舎

のマットに活用したり、あるいは竹を粉砕して酵素と混ぜて飼料に添加して健全な家

畜を飼うのに役立つことが立証されたりしている。竹を広く活用することにより、里
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山の保全と地元の竹資源による木材資源の節約など、種々の便宜が得られる可能性が

ある。 

持続可能な成長の要因の例

• 産業と労働：縮小する労働人口と産業の発展
の矛盾⇒①人口増加←幸せな結婚←婚姻率
の増大←女性とくに母親の労働環境改善

• 高齢化と社会保障：②産業振興⇒企業納税の
増大と堅持

• 産業と自然：水資源⇒③上流の山林保全←間
伐、植林←産業界による自然保護活動の支援
⇒市民活動⇒環境教育

• 産業の無人化←④技術開発（広義のロボット）
←電力技術による人間代替⇒電源拡大

持続可能は成長を支える‘共生’関係
の発掘
• 上流の自然環境保全⇔沿岸漁業振興
伊勢湾の環境保全⇔産業振興

• 労働人口減少の補完
↓

母親の就労支援←少子化への歯止め
↓↑←‘共生’

シニア世代による育児支援、児童保育支援
• シニア世代⇔子ども ；世代間の‘共生’

↑
出前講師（夕方学校で実験、体育、技能等々）
街の学校（公民館、図書館、等々）  

共生の例；

農業に関る分野
• 昆虫と農業の共生：授粉が自然に行なえなくなった欧米。
三重県はどうか？

• 食と酪農の共生：人間の食べ残しを飼料に。
• 荒れ狂う竹やぶから孟宗竹を駆逐

↓
竹の高付加価値利用

• 農業と林業と漁業そして工業の
補間関係の発見、創造。

地域間の‘共生’の発見を！
• 北勢と南勢の‘共生’とは？
南の観光資源を開発し、グリーンツーリズムで活
性化。

南の豊かな食材・木材を三重の地産地消の柱に。

南の生産者と北の消費者を直接結ぶ。

電源立地で、地元は発展⇒シニアのパラダイスを
創る。

具体的な‘共生’の仕組みを‘想像’し、‘創造’する

⇒21世紀の‘持続可能な三重’
 

このような思考は、‘共生’関係を見つけることによって現実的なアイデイアへと

繋がっていく。‘共生’は例えば県の南部と北部との間の地域間、既述のようなシニ

ア世代と若夫婦との間などの世代間、あるいは、川の上流と下流に住む人たちの間、

異なる産業間など種々考えられる。‘共生’とは新しい補完関係を見つけて、見つけ

た関係を人の交流や物の交流に結びつけるところに、‘持続可能な社会’形成へと発

展していく。 
脱炭素社会あるいは低炭素社会に向けて、緑を保全し、川と湾の自然を保全してい

く社会。その社会では、きつい労働作業や衰えた肉体運動能力を、ロボットがサポー

トする。家庭や介護施設にロボットがなくてはならない存在になる。また、移動も従

来の石油依存型すなわちガソリンやディーゼルエンジン主体ではない、クリーンで省

エネ型の電気自動車や電気移動補助車が主体になる。 
未だ電気自動車もロボットも高価である。これを三重県は県を上げて低価格普及を

狙う。県下での技術開発と製造は勿論のこと、電気エネルギーの生産県として、低価

格かつカーボンフリーの電気エネルギーを得る方策を考える。かくして、未来の成熟

社会を先取りした‘持続可能な社会’を創造する。それが、本報告の願いでもある。 
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如何にして‘共生関係’を
発見していくか？

• 異なる集団の接触
• 異なる年代の接触
• 異なる産業の接触
• 興味のありかが異なる人々の出会い
⇒三人よれば文殊の知恵

百人よれば‘すごい’知恵

 

 


